
 

  



 

～講評～ 

大問１ 小問集合。１１番の国際単位系の知識以外は易しめ。ミスしないように完答に近づけたい。 

大問２ 力学（剛体）の問題。棒のタイプではないので戸惑いもあるだろう。丁寧に一つずつ角度と距離を出してい

けるかがカギ。 

大問３ 電磁気（交流）の問題。前半は定番なので、落とせない。後半の『力率』は何かと思った受験生も多いので

はないだろうか。そこは飛ばしても問題ない。 

大問４ 波動（ドップラー効果）の問題。振動数ではなく、時間を利用して解くタイプ。時間的にも厳しいので、全

体を把握するのではなく、ところどころ穴埋めして逃げていきたい。 

大問５ 熱力学（状態変化）の問題。容器が多く、情報も多いのでミスしがち。ただ、状態変化は行ったり来たりせ

ず、直前の知識だけで進められるので、得意な受験生はうまくはまったかもしれない。 

 

全体としては、大問１・２・３で平均８割を確保し、大問４・５を５割程度おさえられればよいだろう。合格ライ

ンは７割程度と見込まれる。 

 


